
令和２年度以降の認可保育所等定員確保に対する考え方について 

 

 

本市の国基準による待機児童数は、本年４月１日時点で０人となりました。 

令和２年度から５年間の認可保育所等の定員については、次期子ども・子育

て支援事業計画（案）記載のとおりであり、中間年の見直しを行う考えです。 

中間年までの令和２年度から４年度までの定員については、下記のとおり確

保を進めてまいります。 

 

記 

 

１． 令和元年度 4月１日時点の認可保育所等の入所未決定者の状況（広域委託を含む） 

 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

入所未決定者数 ７７ ５２ ６０ ４３ ７ ９ ２４７ 

うち私的理由（①） ４ ３３ ２７ ８ １ ４ ７７ 

うち転園希望（②） ０ ３ ２２ １３ ４ ２ ４４ 

① 、②の計 ４ ３６ ４９ ２１ ５ ６ １２１ 

 ※私的理由：他に利用可能な施設があるが、特定の保育所等を希望し、年度当 

初時点で入所未決定となっている者 

  転園希望：きょうだいが別々の保育所に入所しているなどの理由で転園を 

       希望しているが、年度当初時点で入所未決定となっている者 

 

２． 令和２年度から４年度までの定員確保について 

⑴ ４月１日時点の待機児童数０人を目標とし、年度当初からの定員の弾力化

を活用し受入れを図る。 

⑵ ⑴に加え、４月入所希望の未決定者解消のため、私的理由（７７人）及び

転園希望（４４人）の入所未決定者数に対応する定員増を図る。 

⑶ 定員増の目標値は、令和元年度の入所未決定者のうち私的理由や転園希望

による入所未決定者数をふまえ総数１２６人（各年齢２１人）とする。 

定員増は、入所未決定者が多い保育所が所在する地区を優先する。 

 

３．定員確保の進め方について 

 定員確保の優先順位は、次のとおりとする。 

⑴ 既存施設における施設整備を伴わない定員増 

⑵ 既存施設における増改築による定員増 

⑶ ⑴、⑵で不足する場合は、施設の新設による定員増 
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